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症状改善を認め疎通性も改善しリスペリドンも徐々
に減量。軽度妄想は残存するも日常生活には支障きた
さなくなったため退院となる。
【まとめ】　甲状腺機能異常ではしぼしば精神症状を
認める事が知られている。その精神症状としては躁・
うつ状態が多く、幻覚・妄想状態は少ないとされてい
るが、今回我々は橋本病にて統合失調症様の幻覚・妄
想等、多彩な精神症状を認める症例を経験した。今後、
幻覚・妄想状態を呈する症例においても甲状腺機能異
常の存在を考慮する必要があると考えられた為、今回
報告に至ったものである。
PC－62．
うつ症状で発症し最終的に画像検査により認知
症と診断された一症例
（精神医学）
○伊藤　　俊、伊藤健太郎、飯森眞喜雄
　今回我々は当初うつ病と診断された患者がMRIに
より高度の海馬の萎縮を認め認知症と診断された症
例を経験したので報告する。
【症例】　69歳　女性。
　oc：36歳近医Y病院で卵巣嚢腫にて摘出、輸血で
HCV感染
　63歳胃癌にて胃を半分切除
【現病歴】　63歳に胃癌告知された頃より抑うつ症状
出現。術後過呼吸出現、抑うつ症状も増悪し近医の精
神科にうつ病の診断にて2ケ月入院。
　しかし症状改善せず翌年当科受診した。不安、焦燥、
不眠、沿うつ気分みられ、抑うつ症状増悪し平成12年
に7ケ月任意入院、2年後10ケ月間昏迷状態にて医療
保護入院した。
　退院後は家での生活はほぼ自立していたが物忘れ
が出現するようになった。翌年より急に息苦しくなる
などの不安発作がたびたび出現するようになり、救急
外来に受診し処置にて一時的に回復するが、泣きたく
なる、苦しい、死にたい等の訴え続き平成16年に半年
間任意入院となった。その後再び抑うつ症状が増悪し
たため平成18年当科に任意入院となった。外来時と
同じ塩酸ミルナシプラン75mg／day、パロキセチン20
mg／day処方していたが活動性、食欲の波に変化が認
められなかったので2／3に塩酸マプロチリン50mg／
day、塩酸トラゾドン25　mg／day処方したが、徐々に歩
行などの活動性、食欲改善し、時々笑顔もみられるよ
うになった。
　入院半年前から「頭上で歌が聞こえる」との幻聴の
訴えと、「お腹が動いておかしい」「食べ物がお腹のど
こかでもれている」などの心気妄想を認めたのでハロ
ペリドールL5　mg／day処方していたが改善認めず、リ
スペリドン3mg／dayまで増量すると幻聴、妄想が逆
に活発になり独語も著明となりせん妄も出現したの
で入院24日後塩酸アマンタジン、クエン酸タンドス
ピロン2／24塩酸マプロチリン中止、入院38日後ハロ
ペリドール2．25mgとりスペリドンL5　mg／dayとし
た。独語消失しせん妄軽快、幻聴の訴えも減り、失見
当識も改善傾向を示した。
　入院42日後塩酸トラゾドンを50→100mgへ増量
し、その後療養型病院に転院となった。
　入院時と転院後も長谷川式痴呆スケールにて22
～25点と軽度認知症と思われていたがMRI施行した
ところ高度海馬の萎縮を認めた。
【結論】　うつ病が基礎疾患にあった患者の背景に認
知症が隠れていて治療及び診断に注意を要する症例
であったため今回の報告にいたったものである。
PC－63．
一酸1ヒ炭素（CO）のラット線条体Nitric　Oxide
（NO）系に対する影響
（専攻生・法医学）
○渡辺　　崇
（法医学）
　原　　修一、水上　　創、栗岩　ふみ
　加納　節夫、遠藤　任彦
（聖マリアンナ医科大学）
　向井　敏二
（東邦大学）
　黒崎久仁彦
【目的】生体内でのNO系の多岐にわたる生理機能
が相次いで報告されてきた。また、COはNOに類似
した作用があると報告されており、脳神経系に対する
毒性が知られている。COの毒性発現にNOの作用を
修飾して悪影響を及ぼす可能性があると考えられる
ことから、COの中枢NO系への影響について検索し
た。我々は、COのNO系に及ぼす作用について、　NO
の酸化物（NOx）、　Citrulline（Cit）、　Arginine（Arg）、
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cGMPを指標としてin　vivo’microdialysis法により検
討したのでここに報告する。
【方法】Sprague－Dawley系雄性ラットの線条体に刺
入したmicrodialysis用プローブをmodified　Ringer液
で灌流した。CO曝露は、3，000　ppm、40分間、の条件
で行い、対照は室内の空気とした。
【結果及び考察】COを曝露すると線条体のNOx生
成が抑制されるとともにNOのco－productであるCit
およびNOの前駆体であるArgが減少した。　CO曝露
中止後、NOxは徐々に回復したがArgとcitが低下
したままであった。L－Arg投与はCOによるNOxの
減少を軽減したが、D－Argにはそのような効果は認め
られなかった。一方、NOはguanylyl　cyclaseを直接活
性化してcGMPを増加させることが知られているが、
CO曝露はcGMPを上昇させた。このcGMPの上昇
はNO合成酵素（NOS）阻害薬により阻害されな
かった。これらの知見よりCOはラット線条体のNO
生成を抑制するが、NOSによるNO生成を介するこ
となくcGMPを増加させることが示唆された。また、
NO生成の抑制にはL－Argの低下が一因となってい
ることが考えられた。
＊　PC－64．
新生仔HIEモデルに対する免疫抑制剤および
疎水性ペプチドの脳保護効果
（大学院単位取得・小児科）
○春原　大介
（小児科学）
　武井　章人、西川　　康、中田千香子
　近藤　　敦、塚本真貴子、高見　　剛
　宮島　　祐、星加　明徳
【目的】脳虚血モデル動物に対するFK506など免疫
抑制剤の脳保護効果が多く報告されているが、その免
疫抑制作用は臨床応用に際し障害となる。近年、免疫
抑制剤FK506と類似した活性部位を有し免疫抑制作
用を持たない疎水性ペプチドLeu－lleの脳保護効果が
注目されつつある。今回我々はラット新生仔低酸素脳
虚血再曲流（HI）モデルに対するFK506およびLeu－Ile
の脳保護効果について検討した。
【方法】　日齢7のWister系ラットを用い、麻酔下に
Sugita　Aneurism　Clipを使用して左総頚動脈を一時的
に閉塞した後、8％の低酸素状態としHI負荷とした。1
時間後21％酸素に戻し、2時間後Clipを解除し再灌流
させた。処置中はラットの体温を370Cに保った。
FK506群、　Leu－lle群はそれぞれHI負荷解除直後に
FK506（lm ／kg）、　Leu－lle（1．5　mg／kg）を生食に溶解
後、腹腔内投与し約24時間毎に計7回投与した。対照
群には同量の生食を同様に計7回腹腔内投与した。両
面ともにHI負荷8日後に深麻酔下に大脳半球を摘出
し、左右各大脳半球の重量を計測し比較した。また、組
織学的にヘマトキシリンーエオジノ染色にて神経細胞
障害を評価した。
【結果】　FK506群、　Leu－lle群は対照群に比べ神経細
胞障害を抑制し、障害側脳重量の減少を有意に抑え
た。また、FK506投与群では、対照群に比較して有意
に体重増加率が低く、死亡率が高かったがLeu－lle投
与群に死亡例は認めず、体重増加率も対照と比べ有意
な差は認めなかった。
【結語】今回、ラット新生仔HI脳障害モデルに対す
るFK506およびLeu－lleの投与が脳保護効果を有す
ることを認めた。また免疫抑制剤FK506は投与中の
死亡例や体重増加不良を認めたのに対し、Leu－Ileはそ
れら副作用を認めず、臨床での応用が期待できること
が示された。
PC－65．
振動刺激によるラット耳石形態の変化
（大学院四年・耳鼻咽喉科学）
○許斐　氏元
（耳鼻咽喉科学）
　本橋　　玲、清水 顕、鈴木　　衛
　良性発作性頭位めまい症などのめまい疾患の原因
は、前庭より半規管に入りこんだ耳石による内リンパ
流動やクプラの偏位と考えられている。臨床的には更
年期女性や高齢者に多いとされており、また、側頭骨
削開を伴う手術（鼓室形成術など）の後に頭位性眼振が
認められることも報告されている。動物実験では物理
的振動刺激により耳石が球形嚢や卵形嚢から流出す
ることは報告されているが、更年期や高齢モデル動物
で示した報告はない。
【方法】生後ll～14週のウィスターラットの卵巣を
麻酔下に摘出し、更年期モデルラットを飼育した。ま
た、生後1年以上飼育したラットを高齢モデルラット
として使用した。耳手術用burrを使い、正常ラットお
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